
◎目標の設定
学習指導要領で示されていることと児童の姿を結び付け、各学年で付けたい「聞く力」「対話
する力」の重点目標を決める。

◎目標に対する評価の見取り方
「話し合いによる考えの変化」を視覚化したり、
振り返りカードを工夫することで、「対話活動」の
評価を行った。

◎研究授業の位置づけ・他学年とのつながり
授業に関わる全教職員を学年の研究チームに振り分け、
児童の実態、教材で付けたい力、単元のゴールを確認し、
ロードマップ、指導案を作成する。研究授業については、
「自分の関わっている児童に返すなら？」という観点を
意識して、研究授業・授業検討会に臨む。研究授業で取
り上げた手立てについて、児童の実態に合わせて他の
学年でも派生させて活用した。

「聞く力」「対
話する力」の育
成に関する詳し
い取組み資料は、
右の二次元コー
ドからご確認く
ださい。

ポジショニングによる視覚化 帽子による視覚化 振り返りカードの工夫で対話活動の評価につなげる

（１）の成果として、「話し合って、考えが深くなったり、広くなったりしていますか」に対して肯定的な回答が９２．８％となった。積極的肯定も１４．３％増えている。全体を通して、「国語の授業が分か
る」が９０．８％、「国語の授業が好き」が７７．６％と、国語の授業が「分かる」「好きだ」と回答する児童が概ね増加する結果を得ることができた。（２）の成果として、全国学力状況調査・すくすくウォッ
チの「漢字」に関わる問題について、正答率が大阪府・全国平均を上回る結果となった。また、「１週間に１時間以上自学ノートに取り組んでいる」と回答する児童が取り組み当初から比べて２０％も
増加した。（R3 ３３％⇒R5 ５３％） 「国語科で学んだことを他の学習に活用していますか」の肯定的な回答は７９．８％と、昨年度を上回る結果となった。

取組みを通しての子どもの変容

（１）各学年の「聞く力・対話する力」の年間目標を設定し、「話すこと・聞くこと」の単元に加えて、他の領域
でも対話する学習を設定し、授業づくりをすすめる。

（２）自ら学ぶ力を育むために、「校内漢字検定」「自学ノートの活用」をすすめる。

取組みの概要・ポイント

（１）「聞く力」「対話する力」

（２）自己調整力（基礎学力・情報活用能力）

つけたい力

テーマ：自らすすんで学び、仲間と学び、伝え合う ～主体的に学習に取り組む姿をめざして～
令和５年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

国語の授業づくりモデル小学校
藤井寺市立藤井寺南小学校

具体的な取組みの内容（１）「聞く力」「対話する力」の育成

◎校内漢字検定の実施
各学期の「漢字まとめテスト」に向けて、学習期間を設定
する。学習計画をたて、合格点９０点以上を目標に取り組む。
学習の仕方、結果を振り返り、次回のテストにつなげる。

◎自学ノートの活用
自学ノートを活用することで、自ら学習に取り組む力を身に付ける。
①自学ノートでつけたい力と内容整理
・学習型自学・・・「基礎学力」の育成をめざし、自分にとって必要だと考える
学習に取り組む。短い時間でも取り組めるように、メニューの提示を行う。

・探究型自学・・・生活や学習の中で「問い」を見つけ、見開き２ページに
時間をかけてまとめる。まとめ方について各学年の目標を定め、国語科の
学習内容と関連付けながら、「つけたい力」をめざして取り組む。

②自学ノート推進への取組みの具体例

・自学ノートガイダンスを行い、まとめ方に
ついて児童に見通しをもたせる。

・自学ノート博覧会を開催し、取り組んだ
ノートを教職員で評価する。

児童の自学ノート
ガイダンスで使っ
た資料及び自学
ノート（例）につ
いては、二次元
コードからご確認
ください。

具体的な取組みの内容（２）自己調整力

（基礎学力・情報活用能力の育成）

博覧会の様子


